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研究成果の概要（和文）：本研究は、オープンソース・ソフトウェア（およびハードウェアやオープンデータ）の開発
に参加する開発者のデモグラフィックな属性やモチベーションと、開発プロセスの「様式」（開発の具体的な進め方、
ポリシー等）の関係に関して分析を行うことを目的とした。日本と海外のオープンソース開発者や関係者への聞き取り
調査やメーリングリスト・アーカイヴの計量的な分析から、「ソフトウェアの自由」などオープンソースにおける主要
な論点に関する開発者のスタンスが、従来考えられていたよりも早い時期（2000年ごろ）から大きく乖離していたこと
、開発者によってモチベーションへ影響する要素が異なることが判明した。

研究成果の概要（英文）：This research aims at understanding the relationship between the demography, 
motivation and the modes of the software development process(the way of running projects, stance on 
policy issues, etc.) of Open Source software developers. By conducting interviews with Japanese and 
foreign Open Source developers and related parties, and from quantitative analysis on the mailing list 
archives of several noted Open Source development projects, the stance on major policy issues such as 
Software Freedom has been significantly varied between Open Source developers since earlier(circa 2000) 
than previously thought. Also, this research shows that the factors to affect the motivation of 
involvement is also different between developers.

研究分野： 経営情報学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
様々なバックグラウンドを持つ世界中の

不特定多数の開発者が、事前の入念な全体設
計無しにソフトウェアを協働開発し、成果物
を無償かつ誰でも自由に再利用可能なライ
センシング形態で提供するというオープン
ソース・ソフトウェアが普及しつつある。か
つては研究者やホビイストによる非商用目
的での利用が主だったが、近年では Google
に代表されるようなウェブ・サービスやそれ
を支えるクラウド・コンピューティング、あ
るいは Android など家電や携帯電話といっ
た組み込み用途でも広く使われるようにな
り、商業的な重要性も急速に増してきている。
ま た 、オー プ ンソー ス 的な方 法 論 は
Wikipedia のようなソフトウェア以外のコン
テンツの開発にも応用され、大きな成功を収
めた。 
特に、近年における Google のスマートフ

ォン向けオペレーティング・システム 
Android の成功は、オープンソース・ソフト
ウェアを広く一般にも身近な存在とした。し
かし、こうしたオープンソース・ソフトウェ
アがどのような考えを持つ人々により、どの
ようなモチベーションに基づいて開発され
ているのかについて、研究開始当時において
は Lerner & Tirole (2002)など少数の例外を
除き、洋の内外を問わずほぼ研究の蓄積がな
かった。本研究は、そのギャップを埋めるこ
とを目的に開始された。 
 
２．研究の目的 
本研究は、オープンソース・ソフトウェア

（およびハードウェア）の開発に参加する開
発者のデモグラフィックな属性やモチベー
ションと、開発プロセスの「様式」（開発の
具体的な進め方、ポリシー等）の関係性に関
して分析を行うことを目的とした。開発者の
属性や開発プロジェクトの成熟度に応じて
最適な開発様式が存在し、それがプロジェク
ト全体のパフォーマンスに影響するとの仮
説に基づき、検討を行う。特に、先行研究か
らもたらされたデータとの経時的な比較を
行い、オープンソースの草創期と、すでに人
口に膾炙した現在で、開発者の志向にどのよ
うな違いが出てきたかを明確にすることを
目指した。 
オープンソース・ソフトウェアの文脈にお

いては、伝統的に「オープン」はソフトウェ
アライセンスとしてコード化された部分と、
開発プロジェクトのガバナンスのあり方と
して規範/慣習化した部分との相互作用で規
定されてきた。こうして形成されたプロジェ
クトの価値観は、コミュニティへの参加とそ
の継続へのモチベーションに大きな影響を
与える。しかし長期間存続する組織として開
発プロジェクトを捉えたとき、開発の進展、
外部環境の変化、メンバの新陳代謝等で経時
的に価値観が変化することも考えられる。た
とえばプロジェクトによっては、単にソフト

ウェアそのものがオープンソースであると
いうに留まらず、ファンディングが政府等に
依存し過ぎないこともオープンネスに必須
と考えるようになったものもある。 
このようなオープンソース開発プロジェ

クトのマインドの変遷を何らかの形で定量
的に把握することが必要と考えられた。 

 
３．研究の方法 
本研究では、当初オランダ・国連大学マー

ストリヒト経済社会研究所や米スタンフォ
ード大学経済政策研究所、日本では経済産業
省が主導して 2002～3年に行われた、いわゆ
る「FLOSS 調査」をストレートに再実施し、
アンケート結果を比較することを予定して
いた。しかし 2013 年に数回にわたって海外
で学会発表や招待講演を行い、研究者やソフ
トウェア開発者に予備的な聞き取りを実施
した結果、開発者のメンタリティが 10 年前
と比べ想定よりも大きく変化していること
が予想された。特に、現在では圧倒的多数が
AppleやGoogleといった大企業に雇用された
開発者であり、実施の前に調査票の大幅なア
ップデートが必要との結論に達した。   
加えて、特に日本においては開発者の属性

やモチベーションに関する先行研究がほぼ
存在しないことが判明したため、新たに日本
においてオープンソースの草創期から現在
に至るまで活発に活動してきた開発者・研究
者らを対象として、聞き取りによるオーラ
ル・ヒストリー調査を国内の研究者と共同で
開始することにした。国内においては4回（東
京、京都×2、札幌）、海外においてはドイツ・
ベルリンにおけるソフトウェア開発者ミー
ティングに参加するという形で1回の聞き取
り調査を行い、特に後者においては、有力な
大規模オープンソース開発プロジェクトの
一つであるTorの意思決定過程を参与観察す
ることが出来、主要な開発者からファンディ
ングの出所等に関する意識等について有益
な知見を得た。また、開発者が開発ポリシー
について議論するメーリングリスト・アーカ
イヴのデータを入手したため、その計量的分
析を試みた。 
 
４．研究成果 
（１）開発者らへの聞き取り調査から 
 聞き取り調査からは、オープンソース草創
期のファンディングの出所や人的交流につ
いて様々な知見が得られた。特にベルリンで
のインタビューからは、プロジェクトの性格
によってファンディングの出所（特に政府や
軍）に敏感な開発者が存在し、そのことが開
発モチベーションに大きな影響を与えてい
ることが裏付けられた。 
  
（２）メーリングリスト・アーカイヴの分析 
聞き取りによる定性的研究の対象に加え、

オープンソース・ソフトウェア開発プロジェ
クトにおいて主たる議論の場となってきた



メーリングリストのメール・アーカイヴでど
のようなことが語られていたのかを計量的
に分析すれば、開発者の志向の変遷をより明
確な形で捉えられるのではないかと考えた。 
一般にオープンソース・ソフトウェア開発

において、技術的な話題「以外」が議論され
ている場は掲示板、メーリングリスト、チャ
ットなど様々な媒体に分散しており、全容を
捉えるのは難しい。そこで、比較的アクセス
しやすい3つのメーリングリストのアーカイ
ヴを用いて分析を行うことにした。 
 これらは開発者が多く集まり、かつ開発以
外について議論するという点で性格が似通
ったメーリングリストである。一方で、2 つ
は GNU/Linuxディストリビューションの開発
組織が母体という点は共通するが、プロジェ
クトの性格が、1 つは非営利団体、もう 1 つ
はコミュニティ主導ではあるが企業が支援
という点で対照的であり、また 1つはいわゆ
る「自由なソフトウェア」を信奉する開発者
が多く、GNU/Linux ディストリビューション
とも距離があるという点で対照的である。こ
のように、これら 3つは参加する開発者の志
向が微妙に異なると考えられるので、分析対
象として適切と考えられた。 
これら3つのメーリングリストに関して入

手可能な過去メール（2000 年から 2015 年ま
で、それぞれ 36,589 通、2,761 通、20,146
通）を用意し、計量テキスト分析ソフトウェ
アの KH Coder を用いて分析した。得られた
知見を以下に列挙する。 
①議論が盛んだった時期 
各メーリングリストの流量を見ると、運用

開始が 2007 年だったメーリングリストを除
き、2005 年にピ―クを迎えていることが分か
る（図 1）。歴史的には、2004 年に入って
Microsoft 社による Linux 対抗キャンペーン
が始まり、2004 年末には Novell 社が SCO 社
と IBM の訴訟（2003 年開始）を契機とした
「Unbending the Truth」キャンペーンを開
始しているので、ポリシーや法的問題に関す
る関心が高まっていた時期と符合する。ただ
し、頻出語や実際のメールの内容を見る限り
では、必ずしも Microsoft や Novell の話題
が多かったわけではないので、Microsoft や
Novell の動きに刺激を受けて、Linux に関す
る法的、ポリシー的問題全般への関心が高ま
った時期と考えるべきであろう。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1：各メーリングリストの流量・時系列（単位：
バイト）  八田（2016）より引用 
 

②FSF に対する開発者の見方 
オープンソース開発において、一つの議論

の軸となってきたのがいわゆる「ソフトウェ
アの自由」である。「ソフトウェアの自由」
を強硬に主張する、リチャード・ストールマ
ン率いる FSF（Free Software Foundation）
は、オープンソースの源流であると同時に論
争的な存在であり続けてきた。特に、2006 年
から 2007 年に FSFが行った GNU GPL（General 
Public License）ライセンスの改訂は、DRM
やソフトウェア特許の扱いなどコミュニテ
ィにおいて意見が分かれる問題に関する対
策を大胆に取り入れたという意味で、一ライ
センスの改訂に留まらない価値観の再定義
とも見なすことができ、大きな論議を呼んだ。
2006年に9月にLinuxカーネルの主要な開発
者が発表した声明においては、GPL の新バー
ジョンである GPLv3 は「我々が立脚するオー
プンソース世界全体の『バルカン化』を促す」
と警告されている。 
しかし今回の分析により、すでに 2000 年

ごろから、全般に FSF に対する見方が厳しい
ものになっていることが分かった。「FSF」と
比較的共起の程度が高い語の中に、すでに
2000 年の段階で「ironic」「suck」「mistake」
などが含まれる。これはメールの原文を見る
と、FSF が 2000 年に発表した GNU FDL（Free 
Documentation License）に対する不満から
もたらされたものである。 
すなわち、GPLv3 改訂が「バルカン化」を

もたらしたというよりは、2005 年までの議論
の盛り上がりを受けてFSFが2006年にGPLv3
の改訂プロセスを開始したが、それによって
さらに以前から進行していた価値観の乖離
が表面化した、と見なすべきと考えられる。 
従来は、オープンソース開発者の多くにとっ
て「ソフトウェアの自由」のようなある種の
理想が開発参加への大きなモチベーション
であるとする論説が見られたが、本研究から
は、オープンソースの黎明期においてもすで
にオープンソース開発者のモチベーション
は従来想定されていたより複雑・多元的であ
ったことが示唆される。 
 
（３）オープンデータやリベレーション・テ
クノロジーへの展開 
 いわゆる「アノニマス」運動で典型的に見
られるように、従来オープンソース運動とセ
ットで語られることが多かった「ソフトウェ
アの自由」は、近年ではオープンデータや、
情報技術を社会変化のために利用しようと
するリベレーション・テクノロジーのような
隣接領域でむしろ活発に議論されることが
増えている。本研究ではこれらに関わる人々
にも聞き取り調査を行い（ベルリン、神戸）、
オープンデータに関しては日本と欧米で同
一プロジェクトにおける利用データの種類
等に差異があることを見いだし、リベレーシ
ョン・テクノロジーに関しては、その一つの
現れであるいわゆるリークサイトに関し運



営者等について調査を行った（図 2）。 
 
 
て、運営者等について知見を得た（図 2） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2：リークサイトの運営母体に関するデータ。
八田（2015）より引用。 
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